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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
-ムオキシゲナーゼによる-ム代謝の産物である一酸化炭素 (co)は抗炎症作用を有し､
酸化ストレスに対する保護作用を有することが知られている｡我々はラット肺移植モデル
を使い､低濃度co吸入が肺移植に伴う虚血再潅流障害を軽減するか検討した｡
同系ルイスラットを用いて同所性左肺移植 (冷保存 6時間)を行った｡ ドナーおよびレシ
ピエントには､術前 1時間および移植後持続的にCO(250ppm)を吸入させた｡
CO群の移植肺静脈酸素分圧(po2)は､対照群に比べ有意に高値を示した｡IL(interleukinト6､
TNF(tumornecros.isfactorト α､cox(cycloxygenase卜2､iNOS(induciblenitricoxide
synthase)といった移植肺内炎症性物質は､対照群において移植後2時間で急速な増加を認
めた｡ しかし COはこれ らを有意に抑制 した｡ CO群では､p-ERR(phosphorylated-
extracellularsignalTegulatedproteinkinase)1/2を有意に抑制した｡COは､移植肺
におけるマクロファージの浸潤を減少させた｡CD31染色を用いた血管内皮細胞障害の評価
では､CO群は対照群に比べ正常に近い形で保たれていた｡
これらの結果より､低濃度co吸入は肺虚血再潅流障害モデルにおいて､移植肺の機能を有
意に改善すると考えられた｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､低沸度一酸化炭素 (CO)吸入が肺移植に伴う虚血再潅流障害を軽減
するかを検討したものである｡ラット肺移植モデルを用いてドナーおよびレシピエ
ントにCOを吸入させた結果､CO吸入群の移植肺静脈酸素分圧は対照群に比して
有意に高値を示し､また移植肺内炎症性物質はCO吸入群で有意に抑制された｡こ
の研究は､肺移植に伴う虚血再潅流障事に対する低濃度CO吸入の有効性に関して
重要な知見を得たものとして価値ある業績であると認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
